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サッカー選手における大腿部筋の左右差
Age-related changes in muscle thickness  
of the anterior thigh in soccer players
手　島　貴　範*，細　田　三　二**，角　田　直　也*
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Ⅰ．緒　　言
スポーツ競技選手の筋形態は、トレーニングの
様式や競技種目特有の動作の影響を受けることは
周知の事実である1）4）5）6）7）8）9）11）13）。その中でも、
サッカー選手は、大腿部の筋組成に特異的な肥大
が認められることが多くの先行研究4）5）6）13）から
明らかにされている。特に大腿四頭筋は、サッカ
ー競技特有のボールを蹴るという動作のみなら
ず、ジャンプ、スプリント、方向転換といった主
要な動作において主動的な役割を担う筋である。
思春期後期から成人までの男子サッカー選手にお
ける大腿部筋断面積の横断的変化について検討し
た星川ら5）によれば、サッカー選手の除脂肪体重
や大腿部全筋断面積の増大は、自然な成長にサッ
カーの練習を主としたトレーニングの効果が加わ
るものと考えられ、身長の成長が終了した後も継
続的なトレーニングにより全身、大腿部いずれに
おいても筋を大きくしているあるいは大きくしな
いと高いレベルを維持て出来ないと述べている。
従って、このことからも大腿部筋における筋量の
獲得はサッカー選手のトレーニングにおいて重要
な要素であると考えられる。
サッカー競技においては、長期間のトレーニン
グに伴って、キック動作の反復が行われることか
ら、大腿部の筋における利き脚及び非利き脚の非
対称性（左右差）についての検討 6）11）がなされ
ている。大腿四頭筋断面積の左右差について検討
したMasuda et al11）は、大腿50％部位において
左右差が存在しないことを報告している。さらに、
大腿50%のみならず遠位30％位置及び70%位置に
ついても検討したHoshikawa et al6）は、大腿部
では筋の長軸方向全般にわたって左右差は存在し
なかったことを報告している。これらのことから
も、サッカー選手においては、利き脚及び非利き
脚に関わらず、大腿部の筋を肥大させているもの
と推察される。
一方、超音波法による大腿前面の筋厚が長距離
走者のパフォーマンスに及ぼす影響について検討
した小山ほか 10）によれば、大腿直筋と中間広筋
の筋厚比によって長距離走者の走動作中における
股関節及び膝関節の角度及び角速度といった動作
の特性が異なることから、大腿直筋と中間広筋の
筋厚比は長距離走者の走動作に影響を及ぼす一要
因であると述べている。従って、大腿部全体とし
ての左右差は存在しないものの、その中身を構成
する各筋の発達もしくは肥大の割合の程度におい
ては、競技特性やトレーニング、そして各選手の
動作特性の影響を受ける可能性が十分に考えられ
る。
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そこで本研究では、中学生から大学生までの男
子サッカー選手を対象に、簡易的手法として多人
数のフィールド測定に適している超音波法による
大腿部の筋厚測定を実施することにより、サッカ
ー選手の発育に伴う大腿部筋厚発育の左右差及び
部位差について検討することを目的とした。
Ⅱ．方　　法
１．被検者
被検者は、12歳から 22歳までの男子サッカー
選手 135名（中学生 40名、高校生 19名、大学生
76名）であった。全被検者の年齢、競技経験年
数及び身体的特性をTabel 1に示した。本研究の
被検者とその保護者には、研究の目的及び内容等
について十分な説明を行い、本研究への任意によ
る参加の同意を得た．また本研究は、国士舘大学
体育学部研究倫理委員会の審査を受けて承認を得
た後に実施した。
２．身体組成
各被検者の身長は、身長計を用いて計測した。
体重及び除脂肪体重（FFM）は、体内脂肪計
（BODY FAT ANALYZER、TBF-110、TANITA
社製）を用いて両足間から４電極式の生体電気イ
ンピーダンス法による計測を実施した。
３．大腿部筋厚の測定
本研究では、超音波法Bモード法2）3）により大
腿の前面における筋横断面厚（筋厚）を計測した。
筋厚の計測には、 超音波診断装置（SSD-900， 
ALOKA社製）を用いて超音波発振周波数7.5MHz
にて測定した。測定の対象とした部位は、各被検
者の利き脚及び非利き脚における大腿長の 50％
位置の前面であった。図１には、本研究における
筋厚測定の対象とした筋の超音波画像を示した。
皮下脂肪組織と筋組織との境界を示す反射波から
大腿直筋（Rectus Femoris：RF） と中間広筋
（Vastus Intermedialis：VI）境界を示す筋膜まで
の距離を大腿直筋、そしてこの境界を示す筋膜か
ら大腿骨までの距離を中間広筋の筋厚とした。ま
た、RFとVIの和を大腿前部の筋厚（RF+VI）と
した。
４．利き脚及び非利き脚の定義
本研究では、各被検者の左右の脚における大腿
部の筋厚について計測した。各被検者が日常のサ
Table 1．Age, experience of years and physical characteristics of subjects in each group.  
Fig. 1． Typical example of cross-sectional 
ultrasonographic image on 50% thigh length.
RF: Rectus femoris, VI: Vastus intermedius.
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ッカー競技を実施する際に、ボールを蹴ることが
得意な脚を利き脚とした。それに対して、ボール
を蹴ることが得意な脚とは反対側の支持脚となる
脚を非利き脚として定義した。測定に先立ち、事
前に被検者に対して、利き脚及び非利き脚につい
て聞き取り調査を実施することにより、左右どち
らの脚が利き脚となるかについて判断した。
５．統計処理
本研究における各項目の値は、全て平均値±標
準偏差値で示した。相関係数の算出には、ピアソ
ンの相関分析を用いた。 有意水準は、5％未満
（p<0.05）をもって有意とした。
Ⅲ．結　　果
図２は、大腿直筋（RF）及び中間広筋（VI）の
筋厚における利き脚と非利き脚の関係について示
したものである。両者の間にはそれぞれ有意な相
関関係が認められた（RF：y=0.9781x + 0.0092, 
r=0.872, VI：y=0.8797x + 0.3831, r=0.838Fig.4）。
図３には、大腿前面の筋厚（RF+VI）及びRFと
VIの筋厚比率（RF/VI比）における利き脚と非
利き脚の関係について示した。RF+VIにおける
Fig. 3．Relationship between dominant and non dominant of thigh muscle thickness in all the subject.
RF: Rectus femoris, VI: Vastus intermedius, RF/VI ratio : Relative RF ratio to VI muscle thickness.
Fig. 2．Relationship between dominant and non dominant of thigh muscle thickness in all the subject.
RF: Rectus femoris, VI: Vastus intermedius.
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利き脚と非利き脚との間には有意な相関関係が認
められた（RF+VI：y=0.9895x + 0.0806, r=0.924）。
一方、RF/VI比における利き脚と非利き脚の関
係においては有意な相関関係が認められたもの
の、その回帰直線は、他の関係と傾きが異なり、
y=x を示す直線よりも右下方に位置していた
（RF/VI：y=0.5916x + 0.4132, r=0.924）。表２に
は、年齢と各部位の筋厚及びRF/VI比との関係
における相関係数を利き脚と非利き脚でそれぞれ
示したものである。全ての項目間において有意な
相関関係が認められたものの、年齢とRF/VI比
の間においては、利き脚及び非利き脚ともに有意
な負の相関関係が認められた。
Ⅳ．論　　議
本研究では、サッカー選手の発育に伴う大腿部
筋厚発育の左右差及び部位差について検討とし
た。本研究において、大腿前面の筋厚、その中身
を構成する大腿直筋及び中間広筋における筋厚の
利き脚と非利き脚の間には有意な相関関係が認め
られた。さらにこれらの関係において、その回帰
直線の傾きは、利き脚と非利き脚が同一であるこ
とを示すy=xの直線の傾きとほぼ一致していた。
この結果は、大腿前面を構成する大腿直筋及び中
間広筋では発育期を通して、左右差が存在しない
ことを意味するものである。これまでサッカー選
手の大腿四頭筋の断面積について検討した報告に
おいて、Masuda et al.,11）は、大学生サッカー選手
の大腿50％部位には、左右差が存在しないことを、
さらにHoshikawa et al.,6）は、プロサッカー選手
及び高校生サッカー選手において、大腿長の50%
部位のみならず筋の長軸方向全般にわたって左右
差は存在しないことを報告している。従って、本
研究の結果はこれらの先行研究を支持するもので
あり、発育期を通して大腿部の前面において筋厚
に左右差は、存在しないことが明らかとなった。
一方で、大腿前面の筋厚を構成する大腿直筋と
中間広筋の比においては、利き脚と非利き脚の間
において有意な相関関係が認められたものの、そ
の回帰直線は右下方に傾いていたことから、利き
脚側の筋厚比が高い値を示していた。このことは、
大腿直筋と中間広筋によって構成される筋厚比に
おいては利き脚と非利き脚ではその様相が異なる
ことを意味し、利き脚においては大腿直筋が、非
利き脚においては中間広筋が大きいことを示して
いる。即ち、大腿前面の筋厚において左右差は存
在しないものの、大腿前面を構成している大腿直
筋と中間広筋では左右でその構成比率が必ずしも
一致しないということである。さらに年齢と筋厚
比の関係においては、年齢の増加に伴う筋厚比の
減少が確認された。一方、サッカー選手の大腿部
の筋断面積の特徴について星川ら4）は、自然な成
長にサッカーのトレーニング効果が加わったこと
により、大腿部の筋を大きくしていると述べてい
る。このことを考慮した場合、サッカー選手にお
いては、年齢の増加に伴って大腿部の筋を大きく
しているものの、その大腿部の筋を構成する各筋
の比率は一様に大きくなるわけではなく、左右い
ずれの筋においても中間広筋の比率を大きくして
いるものと考えられた。従って、サッカーのトレ
ーニングを継続することで大腿部の筋は大きくな
Table 2． Correlation coefficients between age and each muscle thickness of 
thigh and RF/VI ratio in all the subject. 
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るものの、年齢の増加に伴って、もしくはその競
技特性によって大腿部筋における構成比率が変化
している可能性が考えられた。
筋厚比においては、年齢の増加に伴って中間広
筋の構成比率が高まるものの、この傾向は非利き
脚において顕著であった。サッカー選手の大腿部
の肥大については、これまでサッカー競技特有の
ボールを蹴るという動作を始めとして、ジャンプ、
スプリント、方向転換時において主動的な役割を
担う筋で有るためという見解がなされている。し
かしながら、ジャンプ、スプリント、方向転換動作
は両側もしくはどちらの脚においても行われるこ
とが多いと考えられる。一方で、キック動作にお
いては利き脚でボールを蹴る場面の方が多く存在
する。このようなサッカーにおける動作の反復が、
大腿部の筋を肥大させた要因であると考えた場
合、本研究で認められたこ中間広筋における肥大
はボールキック動作の反復により生じた可能性が
挙げられる。大腿直筋は、股関節の屈曲と膝関節
の伸展に作用する二関節筋であるのに対して、中
間広筋は膝関節伸展に作用する単関節筋である。
サッカーのキック動作の場合、蹴り脚においては
股関節の屈曲を伴いながら膝関節を伸展すること
で足部をボールにインパクトさせる。一方で、支
持脚となる非利き脚では、地面着地の局面におい
て股関節を屈曲させた状態で支持脚保持のために
膝関節の伸展動作が行われる。さらに、ランニン
グ中の筋放電様相について検討したMontgomery 
et al.,12）によると、針電極により中間広筋の筋活
動を記録したところ、ランニング中では支持期と
スウィング期において大きな活動量を示したとい
う。また、大腿直筋は股関節屈曲位では膝伸展動
作中の活動量が低いという。非利き脚は、ボール
キック時において選手の全体重を支えるというこ
とを合わせて考えると、キック動作の反復に伴う
支持脚、即ち非利き脚へ加わる自重負荷の影響が、
非利き脚における中間広筋の比率を大きくさせた
一要因である可能性が考えられた。
Ⅴ．ま　と　め
本研究は、中学生から大学生までの男子サッカ
ー選手を対象に、発育に伴う大腿部筋厚発育の左
右差及び部位差について検討することを目的とし
た。その結果、大腿前面及びこれを構成する大腿
直筋と中間広筋においては利き脚と非利き脚の間
において左右差は認められないものの、大腿前面
の筋厚における構成比率を示す大腿直筋と中間広
筋の比率においては、年齢の増加に伴い中間広筋
を大きくさせており、その傾向は非利き脚で顕著
であることが明らかとなった。また、非利き脚に
おける中間広筋の肥大の要因としてキック動作時
の支持脚としての体重支持に伴う自重負荷による
可能性が考えられた。
本研究は、平成 24年度国士舘大学体育学部付
属体育研究所研究助成により実施された。
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